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と
に
も
か
く
に
も
第
1
次
世
界
大
戦

を
結
末
づ
け
る
べ
く
、
１
９
１
９

年
１
月
に
開
か
れ
た
パ
リ
講
和
会
議
。
中

国
の
山
東
半
島
を
め
ぐ
っ
て
、
日
中
間
で

熾
烈
な
言
葉
の
応
酬
が
交
わ
さ
れ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
た
同
会
議
に
、
西
園
寺
公
望
、

牧
野
伸
顕
、
松
井
慶
四
郎
に
続
き
全
権
と

し
て
任
命
さ
れ
た
の
が
、
当
時
、
駐
イ
タ

リ
ア
大
使
と
し
て
ロ
ー
マ
に
あ
っ
た
外
交

官
・
伊
集
院
彦
吉
で
あ
っ
た
。

全
権
と
し
て
パ
リ
講
和
会
議
に
参
加

　

第
1
次
世
界
大
戦
で
、
そ
れ
ま
で
ド
イ

ツ
の
租
借
地
で
あ
っ
た
山
東
半
島
を
占
領

し
た
日
本
が
、
同
会
議
で
半
島
に
お
け
る

ド
イ
ツ
の
諸
権
利
を
一
旦
所
有
し
た
後
に

返
還
す
る
と
主
張
し
て
い
た
の
に
対
し
、

中
国
は
直
接
返
還
を
強
く
要
求
し
て
い
た
。

こ
の
た
め
日
中
間
で
激
し
い
対
立
が
予
想

さ
れ
て
お
り
、
実
際
、
陸り

く

徴ち
ょ
う

祥し
ょ
うを

主
席
代

中
国
勤
務
を
望
ん
だ
気
概
あ
る
外
交
官

伊
集
院 
彦
吉  

駐
清
国
（
中
国
）
公
使

外
交
史
家
・
法
学
博
士  

松
村
正
義

【いじゅういん・ひこきち（1864～ 1924）とその時代】1900 年義和
団事件。1901 年伊集院、天津領事。1904 年日露戦争。1908 年
伊集院、駐清国公使。1911 年辛亥革命。1912 年中華民国成立。
1914 年第 1次世界大戦。1919 年パリ講和会議。1923 年伊集院、
外務大臣。1924 年、死去。1931 年 9月満州事変。

（写真・外務省外交史料館所蔵）
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表
と
す
る
中
国
代
表
団
が
英
語
に
極
め
て

堪
能
な
王
正
廷
や
顧
維
均
と
い
っ
た
代
表

ら
を
通
じ
て
行
っ
た
反
日
宣
伝
活
動
は
、

す
さ
ま
じ
い
ま
で
の
も
の
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
紛
糾
が
予
想
さ
れ
た
同
会

議
に
、
伊
集
院
は
全
権
の
一
人
と
し
て
臨

む
こ
と
に
な
る
。
伊
集
院
へ
の
パ
リ
出
張

命
令
は
、
中
国
代
表
団
に
よ
る
激
し
い
反

日
的
宣
伝
攻
勢
に
備
え
た
た
め
で
あ
っ
た

ろ
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
伊

集
院
は
、
英
・
伊
と
い
う
列
強
で
の
勤
務

経
験
を
持
つ
だ
け
で
な
く
、
中
国
に
長
く

勤
務
し
た
チ
ャ
イ
ナ
・
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

（
中
国
通
）
と
し
て
、当
時
の
中
国
事
情
や

中
国
人
の
国
民
性
に
よ
く
通
じ
て
い
る
と

目
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

英
国
勤
務
を
経
て
天
津
総
領
事
へ

　

１
８
６
４
年
６
月
19
日
、
伊
集
院
彦
吉

は
鹿
児
島
市
高
麗
町
で
薩
摩
藩
士
・
伊
集

院
吉
次
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
成
長

し
て
東
京
に
出
た
後
、
１
８
９
０
年
に
は

帝
国
大
学
法
科
大
学
を
卒
業
、
す
ぐ
に
外

務
省
に
入
る
。
１
８
９
２
年
か
ら
外
務
省

翻
訳
官
を
務
め
、
翌
年
、
中
国
・
芝
罘
在

勤
の
副
領
事
と
な
る
。
こ
れ
が
、
伊
集
院

と
中
国
と
の
実
に
16
年
に
も
及
ぶ
縁
故
の

は
じ
ま
り
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
こ
の
芝
罘
勤
務
は
１
年
ほ
ど
で
、

１
８
９
４
年
に
は
三
等
書
記
官
と
し
て
在

英
公
使
館
に
配
属
さ
れ
、
同
年
７
月
に
始

ま
る
日
清
戦
争
を
英
国
か
ら
見
守
る
こ
と

に
な
る
。
１
８
９
６
年
７
月
に
一
旦
帰
国

を
命
ぜ
ら
れ
る
も
の
の
、
９
月
に
は
一
等

領
事
と
し
て
釜
山
駐
在
と
な
っ
た
。
そ
し

て
仁
川
の
勤
務
を
経
て
１
９
０
１
年
２
月
、

天
津
領
事
に
任
ぜ
ら
れ
る
。伊
集
院
は
、翌

年
１
月
に
は
総
領
事
に
昇
格
す
る
が
、
大

久
保
利
通
の
娘
で
あ
る
妻
・
芳
子
を
呼
び

寄
せ
、
１
９
０
７
年
２
月
に
大
使
館
参
事

官
と
し
て
再
び
英
国
へ
赴
任
す
る
ま
で
の

６
年
間
を
こ
の
天
津
で
過
ご
し
た
。

天
津
の
日
本
人
居
留
地
経
営
に
功
績

　

天
津
で
の
伊
集
院
は
、
そ
の
豪ご

う

放ほ
う

磊ら
い

落ら
く

な
性
格
か
ら
、
正
式
に
は
総
領
事
な
が
ら

皆
か
ら
好
意
を
も
っ
て
「
伊
集
院
公
使
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
。

　

伊
集
院
が
赴
任
し
た
当
時
、
天
津
で
は

日
本
人
居
留
地
の
経
営
が
始
め
ら
れ
て
ま

だ
間
も
な
い
頃
で
あ
っ
た
。
居
留
地
と
し

て
予
定
さ
れ
た
地
域
は
、
フ
ラ
ン
ス
租
界

と
天
津
城
の
間
に
あ
る
猫
の
額
ほ
ど
の
狭

く
汚
い
区
域
で
、
当
初
は
そ
の
開
発
も
容

易
に
進
ま
な
か
っ
た
。
伊
集
院
は
諸
外
国

の
租
界
地
と
比
べ
て
貧
し
い
日
本
人
居
留

地
の
様
子
を
憂
慮
し
、
交
流
を
深
め
て
い

た
天
津
駐
留
の
日
本
軍
司
令
官
・
秋
山
好

古
と
も
協
力
し
て
、
開
発
を
進
め
て
い
く
。

そ
し
て
、
彼
ら
の
督
励
と
尽
力
に
よ
っ
て
、
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当
初
３
０
０
人
程
だ
っ
た
居
留
民
も
や
が

て
は
１
万
３
０
０
０
人
に
も
達
し
、
天
津

は
華
北
地
方
に
お
け
る
日
本
の
政
治
的
・

経
済
的
策
源
地
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担

う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

日
露
戦
争
時
、
袁
世
凱
と
交
流

　

伊
集
院
が
天
津
に
赴
任
し
て
か
ら
約
３

年
、
ま
さ
に
日
露
戦
争
（
１
９
０
４
～
１

９
０
５
）
開
戦
前
夜
と
も
い
う
べ
き
時
期
、

日
本
と
中
国
は
、
ロ
シ
ア
の
朝
鮮
半
島
へ

の
南
下
お
よ
び
旅
順
、
大
連
等
に
お
け
る

権
益
を
め
ぐ
り
、
互
い
に
接
近
す
る
必
要

に
迫
ら
れ
て
い
た
。
伊
集
院
は
当
時
の
北

洋
大
臣
兼
直
隷
総
督
の
袁
世
凱
と
親
交
を

結
ん
で
い
く
。
そ
し
て
伊
集
院
と
袁
が
昵

懇
の
仲
と
な
る
と
、
袁
配
下
の
唐
紹
儀
ら

中
国
要
人
も
次
第
に
日
本
人
に
親
し
み
を

示
し
て
交
際
を
求
め
て
き
た
と
い
う
。
さ

ら
に
伊
集
院
は
、
日
露
戦
争
中
、
天
津
で

発
行
さ
れ
て
い
た
漢
字
新
聞
『
大
公
報
』

の
社
長
兼
主
筆
の
英
剣
之
を
招
待
し
て
日

本
へ
取
材
旅
行
に
赴
か
せ
、
今
で
言
う
外

国
人
新
聞
記
者
の
招
待
取
材
旅
行
の
嚆
矢

を
創
っ
て
い
る
。

辛
亥
革
命
と
駐
清
国
公
使
留
任

　

し
か
し
そ
の
密
接
な
間
柄
も
、
親
し
く

な
り
過
ぎ
る
と
そ
れ
が
裏
目
に
出
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
。
日
露
戦
争
後
の
１
９
０

８
年
６
月
、
伊
集
院
は
駐
清
国
特
命
全
権

公
使
と
し
て
北
京
駐
在
と
な
る
が
、
１
９

１
１
年
10
月
、
中
国
を
揺
る
が
す
辛
亥
革

命
が
起
こ
る
。
当
初
、
日
本
を
含
む
諸
外

国
は
、
立
憲
君
主
制
を
目
指
す
袁
世
凱
を

支
持
す
る
立
場
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
革

命
の
趨
勢
が
次
第
に
孫
文
ら
の
目
指
す
共

和
制
の
実
現
へ
向
か
っ
た
こ
と
で
諸
外
国

も
革
命
派
を
容
認
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

き
、
袁
に
肩
入
れ
し
す
ぎ
た
こ
と
、
さ
ら

に
は
袁
自
身
、
中
華
民
国
の
臨
時
大
総
統

に
就
任
す
る
と
い
う
転
身
を
図
っ
た
た
め
、

伊
集
院
の
外
交
的
失
敗
と
な
ら
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。
よ
っ
て
伊
集
院
は
、
自
ら
駐

清
国
公
使
の
解
任
を
求
め
た
が
、
内
田
康

哉
外
相
か
ら
は
「
貴
官
ノ
進
退
ハ
時
局
ニ

容
易
ナ
ラ
サ
ル
関
係
ヲ
有
ス
ル
」（
日
本
外

交
文
書
）
と
し
て
留
任
さ
れ
て
い
る
。

　

対
外
政
策
的
な
面
が
あ
る
に
せ
よ
、
天

津
時
代
か
ら
数
え
る
と
伊
集
院
の
中
国
在

勤
は
す
で
に
10
年
に
及
ん
で
お
り
、
こ
の

大
事
な
時
期
に
、
中
国
、
そ
し
て
中
国
を

め
ぐ
っ
て
諸
外
国
と
渡
り
合
う
人
物
と
し

て
、
彼
以
上
の
「
チ
ャ
イ
ナ
・
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
」は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。ま

た
、
苦
楽
を
重
ね
れ
ば
、
か
え
っ
て
愛
着

心
が
涌
く
も
の
で
あ
る
。
伊
集
院
は
欧
米

で
の
勤
務
よ
り
も
、
中
国
で
の
勤
務
を
望

む
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
実
際
に
、
１
９

１
６
年
２
月
に
駐
イ
タ
リ
ア
大
使
と
な
る
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ま
で
中
国
の
地
に
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
懸

案
解
決
に
取
り
組
ん
だ
の
で
あ
る
。

初
代
情
報
部
長
か
ら
外
務
大
臣
へ

　

１
９
１
９
年
の
パ
リ
講
和
会
議
に
お
け

る
中
国
側
の
対
日
宣
伝
攻
勢
は
、
日
本
の

予
想
を
は
る
か
に
超
え
た
熾
烈
な
も
の
で

あ
っ
た
。「
サ
イ
レ
ン
ト
・
パ
ー
ト
ナ
ー
」

と
ま
で
揶
揄
さ
れ
た
日
本
の
劣
勢
ぶ
り
を

眼
前
に
し
た
日
本
全
権
団
の
若
手
外
交
官

ら
は
帰
国
後
、
外
務
省
内
に
「
革
新
同
志

会
」
を
結
成
し
、
組
織
改
革
に
乗
り
出
す
。

そ
し
て
、
実
質
的
に
は
１
９
２
０
年
４
月

１
日
か
ら
（
官
制
上
は
翌
年
８
月
15
日
付

け
）
外
務
省
に
情
報
部
を
誕
生
さ
せ
、
初

代
情
報
部
長
に
伊
集
院
が
就
任
す
る
。

　

伊
集
院
の
情
報
部
長
と
し
て
の
任
期
は
、

１
９
２
２
年
に
田
中
都
吉
と
交
替
す
る
ま

で
２
年
に
及
ん
だ
。
そ
の
間
、
彼
は
外
務

省
情
報
部
を
さ
ら
に
発
展
・
拡
大
さ
せ
、将

来
は
外
交
の
情
報
機
関
の
参
謀
本
部
と
で

も
言
う
べ
き
統
一
的
な
政
府
広
報
機
関
の

設
立
を
夢
見
て
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
伊
集
院
は
関
東
長
官
を
経
て
、

１
９
２
３
年
８
月
末
に
誕
生
し
た
山
本
権

兵
衛
内
閣
の
外
務
大
臣
に
就
任
す
る
。
と

こ
ろ
が
こ
の
内
閣
は
、
誕
生
早
々
に
関
東

大
震
災
に
見
舞
わ
れ
た
上
、
年
末
の
虎
ノ

門
事
件
で
総
辞
職
と
な
り
、
伊
集
院
の
外

相
歴
も
３
カ
月
の
短
命
に
終
わ
っ
た
。
そ

れ
か
ら
わ
ず
か
４
カ
月
後
の
１
９
２
４
年

４
月
26
日
、
伊
集
院
は
胃
が
ん
の
た
め
急

逝
す
る
。
享
年
61
歳
で
あ
っ
た
。
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献
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追
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追
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／
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２
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／
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）
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